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特定鳥獣オンライン研修会（基礎編）（1）

ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

株式会社野生動物保護管理事務所
代表取締役 濱﨑 伸一郎

ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

ニホンジカの生態や対策に関する基本的な知識

適切なシカ管理に向けた課題

広域管理の必要性と目標設定

捕獲を実行する上での考え方・取組
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ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

ニホンジカの生態や対策に関する基本的な知識

適切なシカ管理に向けた課題

広域管理の必要性と目標設定

捕獲を実行する上での考え方・取組

ニホンジカ Cervus nippon の特徴
形態
• 地域によって体の大きさが異なる（北にいくほど大型）
• 体の大きさの雌雄差が大きい→オス成獣の体重・・・40～130kg

メス成獣の体重・・・25～80kg
⇒環境収容力、適正密度が地域によって異なる

生態
• 1年1産1子だが、高い自然増加率を示す
高い繁殖率:1.5才で性成熟。1才妊娠率:0～7割、2才以上妊娠率:8～9割以上。
低い死亡率:成獣メス5％以下、貧栄養状態でも1才で2～3割程度、成獣では5％程度以下。
一夫多妻性で優位なオスは交尾期にハレムを作る。
⇒自然増加率は1.2～1.3程度⇒3～4年で個体数倍増

• 多雪地域では季節移動を行う。越冬地では高密度（100頭/㎢を超えることもある）。
• 過去には豪雪による大量死が発生（近年は温暖化により消失）
• 食性は可塑的で環境の変化への適応性高い。

⇒個体数管理、適正密度への誘導が必要
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シカの分布
↓

1978年から2020年で2.7倍
に拡大

• 分布拡大は全国的
• 特に多雪地域（北海道，東北，
北陸）で顕著

シカの全国分布・分布拡大状況

ニホンジカ生息分布図（環境省 2021）
https://www.env.go.jp/press/files/jp/115729.pdf

全国のシカ推定個体数（北海道を除く）

総
個
体
数
（
万
頭
）

階層ベイズモデルによる推定

中央値

50％信用区間

50％信用区間

90％信用区間

90％信用区間

約55万頭
(2020年度捕獲数）

北海道推定生息数:
約67万頭（2020年度）

（環境省，2022）を改変

2000年度末の推定個体数:約90万頭
2020年度末の推定個体数:約218万頭

自然増加率（2020年度中央値）
:1.23（1.16～1.28）

https://www.env.go.jp/content/900518657.pdf

5

6



4

シカの密度分布

シカの密度分布
↓

• かつての分布域を中心に同心
円的に密度が高い

• 分布拡大地域は低密度だが、
今後の密度上昇に警戒必要

（環境省，2015）

獣類による農作物被害（金額）の推移

農作物被害は低下傾向にあるが、シカによる被害割合は依然として高い。
（農水省統計資料から作成）
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獣類による森林被害面積の推移

森林被害は低下傾向にあるが、シカ被害の占める割合は依然としてかなり高い。

森
林
被
害
面
積

シ
カ
被
害
の
占
め
る
割
合

（林野庁統計資料から作成）

シカによる自然植生への影響

シカ高密度化による採食圧で自然
植生への強い影響が発生・悪化

生物多様性保全へ
の大きな影響

シカの影響に関する植生モニタリング調査と地域の 生物多様性保全研究
－シカと植生のアンケート調査（2018 ～ 2019）報告－
（地域の植生と生物多様性保全研究グループ、2020）
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シカによる自然植生への影響（分布拡大地域）

糞塊密度と被害出現頻度の関係

ニホンジカ低密度分布地域における糞塊密度と樹木被害
出現頻度の関係（江崎ら、2013）より引用

石川県における樹木被害（剥皮・角研ぎ）
の出現頻度とシカ密度指標

樹種ごとの樹剥および角研ぎの出現頻度

シカによる生態系への影響

植生への不可逆的影響
動物相への影響（競合種・動物相全般）
水質の悪化
治山上（国土保全上）の問題

採食圧の上昇

• 林床植生の衰退
• 群落構造の変化
• 希少植物の消失

採食圧の上昇
樹皮剥ぎの増加

• 森林更新・維持
困難

• 森林の草地化

採食圧の上昇
踏圧の増加

• 表土の流亡

 早期の対策が重要:不可逆的
影響の抑制

 農林業被害軽減よりもかなり
低い水準への密度抑制が必要

 応急的には植生保護柵の設置
が必要
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地域別のシカの分布・個体数の動向
分布の動向

個体数の動向

全国的に分布拡大傾向

個体数動向には地域差が
生じている

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用
（※2015 年度以降に作成された特定計画より環境省集計）

地域別の農業被害（面積）の推移

（農水省統計資料から作成）

農業被害（抑制）の程度に地域差が顕著に現れ始めている
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地域別の農業被害の推移（滋賀県）

滋賀県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第４次）（滋賀県、2022）より

農業被害は当初の目標以下に軽減
⃝捕獲による効果
◎防護柵設置による被害防除効果

管理地域別の農地における防護柵の設置状況

シカによる農業被害面積・被害金額の推移
次の段階へ
 防護柵の維持管理
 生息環境管理
 森林被害（下層植生衰退）抑制

の取り組み
• 植生保護柵の設置
• シカ適正密度へ誘導

地域別の森林被害面積の推移

（林野庁統計資料から作成）

林業被害は造林面積の減少により全体的に低下しているが地域差も生じている
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下層植生モニタリング・捕獲効果の確認

滋賀県における下層植生衰退度別(SDR 別)落葉広
葉樹の推定分布 （平成25 ・29年度）

H25 H29

滋賀県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第４次）（滋賀県、2022）より引用

市町における、「捕獲目標」の達成率とSDR の
平均ランク変化の関係

生息密度抑制による植生回復が確認
され始めている地域もある

ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

ニホンジカの生態や対策に関する基本的な知識

適切なシカ管理に向けた課題

広域管理の必要性と目標設定

捕獲を実行する上での考え方・取組
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野生動物管理の3要素

野生動物管理

人と野生動物の関係を調整する技術

被害防除対策

個体群管理

生息環境管理

現在のシカ問題には、
迅速な個体数抑制と被害防除（特に植生保護対策）が必要

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン改訂版（2021）

トピック
生息状況に応じた管理目標・施策の設定

⇒生息状況類型区分の評価と目標
計画の短周期による評価と改善

⇒年度別実施計画の作成・評価・見直し
順応的管理の実現

⇒管理目標・施策に応じたモニタリング項目の設定
継続的なモニタリングの実行

地域区分の設定
• 生息状況
• 被害状況
• 土地利用（農林業優先、自然保全地域、鳥獣保護区等）
• 管理区分（所轄行政単位等）
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生息状況の類型区分と管理目標及び留意すべき点

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

本ガイドラインの目標状態

生
息
密
度
指
標

生
息
密
度
指
標

長期的な目標状態

本ガイドラインの
目標状態

生息状況の類型区分の判定

類型区分に応じた目標設定と
管理施策（優先順位）の設定

判定
 定着の有無
 農林業被害の有無

判定
 生息密度指標の増減傾向
 農林業被害
 生態系への影響

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

都道府県単位ばかりでなく、同
一都道府県内でも地域によって
類型が異なる場合もある

適切な地域区分が必要
 シカの生息状況
 土地利用形態（自然保全地域・農

林業優先・鳥獣保護区等）
 （行政管轄区域別）

生息状況の類型区分と管理目標及び留意すべき点

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

監視と適期適策
による類型進行
の抑制

対策の強化
継続
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計画の短周期による評価と改善:年度別実施計画

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

野生動物管理:不確実性を伴う

⇩

特定計画期間（5年間）では、誤
差の累積が大きい

⇩

短周期サイクルの管理が不可欠

⇩

年度別実施計画策定による
PDCAサイクルの確立

順応的管理の実践:モニタリング・分析・評価の年間スケジュール

密度モニタリング結果
の取りまとめ

出猟カレンダー・被害調査
結果収集・整理

密度指標調査
（糞塊密度調査）

出猟カレンダー調査

個体数推定・将来予測

前年度評価
次年度実施計画検討

次年度実施計画策定

植生衰退度調査

※科学部会

※科学部会
関係者検討会

予算
要求
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生息状況類型区分に応じたモニタリング

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

管理の目標・各種施策の目標に対応したモニタリング

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

管理の目標に対応したモニタリング 各種施策の目標に対応したモニタリング
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シカ管理におけるモニタリングと課題

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

ニホンジカの管理に関するモニタリングの概要

許可捕獲における情報収集

考え方・課題

分布拡大地域における積極的な取組み
多獣種の密度指標モニタリング手法としての導入

許可捕獲における情報収集

生息状況の変化・生息環境を考慮して広域性・継
続性を担保できる手法を選択

目標達成状況評価、各種施策の効果測定のために
必須の項目
将来的な適正密度の評価に必要

順応的管理の実践:短周期・階層的PDCAサイクル
• 次期特定計画策定
• 次年度実施計画策定

• 当期計画評価
• 次期計画案作成
• 次年度実施計画策定

• 当期計画開始
• 次年度実施計画策定

• 次年度実施計画策定

• 当期計画中間評価
• 次年度実施計画策定

• 各種対策実施
• 密度モニタリング
• 農林業被害モニタリング
• 捕獲目標達成度評価
• 次年度捕獲目標の修正

• 各種対策実施
• 密度モニタリング
• 農林業被害モニタリング
• 捕獲目標達成度評価
• 次年度捕獲目標の修正

• 各種対策実施
• 密度モニタリング
• 農林業被害モニタリング
• 植生衰退度調査
• 捕獲目標達成度評価
• 次年度捕獲目標の修正

• 各種対策実施
• 密度モニタリング
• 農林業被害モニタリング
• 捕獲目標達成度評価
• 次年度捕獲目標の修正
• 個体数推定
• 将来予測

• 各種対策実施
• 密度モニタリング
• 農林業被害モニタリング
• 捕獲目標達成度評価
• 次年度捕獲目標の修正
• 次期捕獲目標の検証
• 次期対策の枠組み検証
• 対策実施体制の検証

短周期サイクルの継続と到達レベルの上昇を目指す
階層的なPDCAサイクルの実践により、短期目標の達成、中・⾧期的目

標への到達を常に意識する。
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ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

ニホンジカの生態や対策に関する基本的な知識

適切なシカ管理に向けた課題

広域管理の必要性と目標設定

捕獲を実行する上での考え方・取組

シカ密度分布の変化（関東地方のニホンジカ密度分布図）
2020年 2020年／2014変化率

減:農地周辺
低標高地域
捕獲従事者多い

増:分布拡大地域
県境部・高標高域
捕獲従事者少ない

シカ密度の変化

捕獲圧の偏り

＝

広域管理の必要性
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狩猟者登録数は大き
く減少

わな猟は増加してい
るが、銃猟の減少が
続く

地域差の拡大

捕獲の担い手の減少

狩猟者登録数の推移
（鳥獣関係統計，環境省HPより作成）

（環境省HPデータ http://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs2.html）

広域連携
広域捕獲体制

の必要性

尾瀬・日光山地におけるシ
カの季節移動
 県境を越えて広域（数10km）の季節

移動
 越冬地と夏場の生息地（高標高域）

を形成
→季節により生息頭数（密度）が変化。

捕獲効率の季節変化。
移動時期、移動ルートはおおよそ把握
可能。

尾瀬

奥日光

足尾

隣接都府県との捕獲時期調整
＝広域連携・広域計画

捕獲戦略の協調
 捕獲事業実施地域
 捕獲体制
 実施時期
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シカの広域管理:関東山地ニホンジカ広域協議会の取り組み

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用

関東山地ニホンジカ広域協議会の経緯

モニタリング項目とその目的及び実施状況

シカ広域管理のための情報収集・分析

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用
※赤文字:統一したフォーマットで情報収集を推進する項目

モニタリング項目が都県によって異なる

 統一フォーマットによる情報収集
 モニタリング項目、実施間隔の調整
 広域協議会による不足情報の補完
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シカ広域管理のための情報収集・分析

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用

メッシュ別推定生息個体数推定生息個体数の年次推移

シカ広域管理のための情報収集・分析

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用

メッシュ別捕獲実績と捕獲困難地の重ね合わせ

捕獲困難地域の抽出
周辺を含む捕獲現況の評価

 新規捕獲事業が必要な地域
の抽出・情報共有

 捕獲の代替対策の検討
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シカ広域管理のための情報収集・分析

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用

植生への⾧期影響度調査結果と植生保護柵地点の重ね合わせ

シカの植生への影響
植生保護柵の設置現況

 植生保護柵設置優先
地域の吟味

 捕獲優先地域の検討

シカ広域管理のための情報収集・分析

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）より引用

捕獲優先地域の抽出
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広域計画に基づく捕獲の実施地域、体制

県境部、捕獲困難地域
 指定管理鳥獣捕獲等事業
 共同捕獲
 広域メンバー主体の捕獲

共同捕獲および指定管理鳥獣捕獲等事業の実施地域とシカの累積捕獲数

捕獲実施状況の
図化・情報共有

捕獲圧不足地域の抽出
⇩

 必要な捕獲事業・体制の検討
 捕獲以外の対策の検討

令和2年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書
（環境省、2021）より引用

シカ広域管理のポイント

ゾーニングによる防護及び捕獲対策優先地の選出
指定管理鳥獣捕獲等事業（広域捕獲メニュー）を活用

した県境を跨ぐ広域的な捕獲対策の促進
対象地域におけるモニタリング手法統一の推進
広域協議会及び関係機関による双方向での情報提供と

分析結果のフィードバック体制の構築

令和3年度関東山地ニホンジカ広域保護管理調査等業務報告書（環境省、2022）

39

40



21

ニホンジカの管理の基本:管理目標の設定と捕獲の実行

ニホンジカの生態や対策に関する基本的な知識

適切なシカ管理に向けた課題

広域管理の必要性と目標設定

捕獲を実行する上での考え方・取組

シカ捕獲数の変化

ニホンジカの捕獲数
（鳥獣関係統計、環境省HPデータより作成）

（環境省HPデータ http://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs4/sokuhou.pdf）
※2020（令和2）年度は速報値。

抜本的な鳥獣
捕獲強化対策

H28:580,368頭
狩猟: 161,134頭
有害: 394,049頭
指定管理:25,185頭

R2:674,800頭
狩猟: 148,700頭
許可捕獲:526,100頭

捕獲数は大幅に上昇
（R2年度:約67.5万頭）

狩猟数は低下、許可捕獲
数が顕著に増加

→狩猟への依存は困難。
持続的捕獲体制の確
立が必要。

R2:250,553頭
狩猟: 135,398頭
許可捕獲:526,100頭

R3速報値:72.5万頭
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管理目標設定の留意事項

個体群の安定的な維持
※個体数半減の達成→適正密度への誘導
「安定的」＝「適正密度」への誘導・維持が必要
地域区分・ゾーニングによる管理:排除、被害軽減、植生保全等

農林業・生活環境等への被害軽減
※被害防除の進度に応じた地域格差の解消
被害防除と捕獲のバランス
被害軽減目標の具体的な設定
集落アンケートなど適切な被害指標の設定
鳥獣被害防止計画との整合

生態系への影響軽減
※半減目標達成でも影響軽減の可能性低い→適正密度の評価・誘導
保全すべき地域の抽出
下層植生衰退度の評価とモニタリング
植生保護と捕獲の優先順位の見極め

捕獲目標達成度と下層植生衰退度の変化 （藤木、2017）

市町別の捕獲目標達成率（ 2010 年～2013 年） 市町における捕獲目標達成率とSDR の平均ランク変化の関係
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捕獲目標の具体化:農業被害程度と密度指標の関係

SPUE と農業被害の関係（平成27 年度調査）
第２期ニホンジカ管理計画（兵庫県，2017）

被害モニタリング（集落アンケー
ト）の結果と密度指標の関係

 被害軽減目標の具体化
 密度管理目標の設定

捕獲目標の具体化:下層植生衰退度と密度指標の関係

SPUE と下層植生衰退度（SDR）の推移と将来予測
第２期ニホンジカ管理計画（兵庫県，2017）

下層植生衰退度（SDR）調査結果
（将来予測）と密度指標の関係

 植生回復目標の具体化
 密度管理目標の設定

45

46



24

捕獲目標の具体化:密度指標を基準とした目標設定

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

2009～2017 年度における兵庫県の特定計画で定める 管理の目標と方策及び施策

シカ（富士山周辺）の行動特性:捕獲適期、捕獲適地、移動ルートの把握

冬季は静岡県、夏季は山梨県側に移動
冬季に高標高地から移動
夜間の牧草地・開放地の利用

→移動時期の把握
捕獲適期・捕獲適地の選定
隣接県との広域連携捕獲の調整
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捕獲圧の現況評価・必要な捕獲枠組みの検討

第二種特定鳥獣管理計画作成のための ガイドライン
（ニホンジカ編） 改定版（環境省、2021）より引用

ニホンジカ捕獲に係る捕獲区分の基本的枠組み

狩猟・許可捕獲の現況評価
 捕獲圧（捕獲数/捕獲目標）
 捕獲適期
 捕獲適地
 捕獲手法

 許可捕獲の拡充
 指定管理事業の検討

戦略的なシカ個体数管理のために
シカの生態・行動特性に応じた捕獲計画

→捕獲適地，捕獲適期，捕獲時間帯の把握，捕獲手法等の検討
個体数抑制に有効なメスジカの捕獲促進

狩猟・捕獲事業への適切な人材配置と体制
→猟友会、被害対策実施隊、認定鳥獣捕獲等事業者（専門的捕獲技術者の育成・配置

広域計画・広域連携体制の確立・専門的捕獲技術者の育成・配置
捕獲効果の評価と計画の見直し

→シカ密度（指標）・被害・自然植生モニタリング
個体数の増加・減少の各フェーズにおける取り組みの見直し

管理施策（捕獲）に対する行動変化の把握
シカ適正密度の見極め

→中・⾧期的なシカ密度・植生モニタリングの実施

順応的管理・PDCAによる取り組みが重要
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事前アンケートの主な質問

侵入初期や低密度での調査や対策

捕獲目標の設定

調査方法のコスト

事前アンケートの主な質問

 侵入初期や低密度での調査や対策
【調査】
 隣接都府県の生息状況 →侵入ルート・エリアの絞り込み
 目撃情報（特にメスジカ）の収集・アンケート調査
 シカの好む環境（牧草地、スキー場など）での生息状況調査（ライトセンサス・セ

ンサーカメラ）
 シカの影響が出やすい湿原、高茎草本群落などでの痕跡調査、植生状況の画像記録
 下層植生への影響（剥皮、角研ぎ、食痕等）

【対策】
 希少植生群落など保全すべき植生の保護
 分布拡大地域での早めの農林業被害対策（柵の設置）
 定着地域の把握とメスジカに重点を置いた捕獲
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事前アンケートの主な質問

捕獲目標の設定
 半減目標とその実現
 農業被害情報（被害指標、集落アンケートなど）と生息密度（指標）の関係に基づ

く被害軽減目標の設定
 下層植生衰退度と生息密度（指標）の関係に基づく被害軽減目標の設定

事前アンケートの主な質問

調査方法のコスト
 状況によって必要な調査項目、規模が異なる
 早めに、気軽に公的研究機関や専門の民間組織に相談
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